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公立大学法人奈良県立医科大学産学官連携推進ポリシー

平成２３年１０月６日 役員会承認

1.目的

公立大学法人奈良県立医科大学（以下「本学」という。）は、医学､看護学及びこれら

の関連領域で活躍できる人材を育成するとともに､国際的に通用する高度の研究と医療

を通じて､医学及び看護学の発展を図り､地域社会さらには広く人類の福祉に寄与する

ことを理念としている｡

今日の大学は、さらに積極的に社会に貢献することを求められており、研究成果の社

会還元への期待に応えなくてはならず、産学連携及び産学官連携（以下「産学官連携」

という。）は、この具体的な形のひとつである。

本学においても、産学官連携による本学と地域、産業界、他大学あるいは自治体等と

の連携を円滑に推進していくための体制・環境を整える必要がある。

このような点を踏まえ、本ポリシーにおいて本学としての産学官連携に対する考え方

を明らかにする。

2.方針

 創造的・先進的な研究を重視しつつ、地域社会の要請に留意した上で、本学が主体性

をもって産学官連携を進める。

 情報公開・発信を積極的に行い、産学官連携における地域活動拠点の役割を担い、主

体的に産学官連携を推進する。

 地域産業界、他大学や自治体等との連携を深め、地域社会活性化への貢献をめざす。

 高い公平性と透明性をもった産学官連携を目指し、説明・相談・広報等の活動を積極

的に推進し、十分な説明責任を果たす。

 大学組織として社会情勢の変化にも柔軟かつ迅速な対応が可能な産学官連携体制を

構築・整備する。

 社会貢献に意欲を持ち産学官連携を積極的に推進する人材を育成する。

3.規程の整備

本ポリシーにより取り組む産学連携に関し、必要な規程整備を順次行うとともに、

規程の見直しを随時行い、所要の規程改正も併せて行うものとする。


